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第６２回 北海道私立幼稚園教育研究大会札幌ブロック大会・
第５１回 札幌市私立幼稚園教育研究大会が開催

令和元年９月２７日（金）２８日（土）の両日、「子どもたち

の今と未来の幸せをねがって～一人一人の豊かな育ち

を支える質の高い幼児教育を～」のテーマのもと、第

６２回北海道私立幼稚園教育研究大会札幌ブロック大会・

第５１回札幌市私立幼稚園教育研究大会が開催されまし

た。

１日目は、各区の会員園から私立幼稚園・認定こど

も園２０園と市立幼稚園２園の計２２園の会場で、午前中

は公開保育と保育研究、午後の分科会では各園様々な

テーマでの実践研究発表やグループディスカッション

などが行われました。

２日目は、カナモトホールに会場を移し、全体会が

行われました。セレモニーでは、大会長の前田元照札

私幼会長、近藤宏北私幼副会長の挨拶に続き、ご来賓

である北海道知事 鈴木直道様、札幌市教育長 長谷

川雅英様、自由民主党札幌支部連合会会長 高木宏壽

様よりご祝辞をいただきました。また、子ども未来局

支援制度担当部長 押見幹生様、日々幼児教育にご尽

力くださっている札幌市私立幼稚園振興議員連盟の市

議会議員の方々にもご臨席をいただきました。

基調講演では、「子どもの創造的想像力を育む保育者

の役割～保育・教育のPDCAサイクルのよき循環～」

と題して十文字学園理事・十文字学園女子大学特任教

授・福岡女学院大学大学院客員教授・お茶の水女子大

学名誉教授 内田伸子先生よりご講演をいただきまし

た。「脳は生涯、新しいことを吸収し続け、様々なこと

を経験することで人生は豊かになる」という内田先生

の言葉を聞き、その経験を価値あるものにしていくこ

とが私達保育者の役割であると改めて感じました。ま

た、目指すべき子どもへの働きかけ方は“共有型”で

あり、子どもに考える余地を与えること、子どもに対

して敏感で柔軟であること、３つのＨ（褒める・励ま

す・広げる）の言葉でかかわることが共有型の大切な

ポイントであることを学びました。子どもの脳の発達

と私達がするべき保育の相互性に関するお話を聞き、

子ども自身が考え、経験し、決めるという子どもの主

体性を大切にできる援助を見直すきっかけにもなるお

話でした。

今年度も、二日間にわたりとても有意義な研究大会

となりました。今回の学びを、各園における日々の保

育のさらなる充実と子どもたちの成長、そしてこれか

らの幼児教育の発展に繋げていきたいと思います。
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令和元年度 第１回リーダー“力”スキルアップ講座
札幌市私立幼稚園連合会主催の第１回リーダー“力”
スキルアップ講座が、７月１７日（水）に（学）新善光寺学
園しろいし幼稚園にて行われました。「保育の質を高め
る園内研修とは？」という議題で今回は、全日本幼児
教育研究機構が創設したECEQ公開保育の手法を使った
園内研修を実際に見せて頂きました。
ECEQとはふだん通りの保育の場面を他園の保育者が
見学して、公開園の保育者と意見交換をしながら、自
園の良さや課題を見つけていくもので、この日は�自
園の良さや課題を見つける�公開保育で期待したい成
果を見つけるSTEP２の事前研修をECEQコーディネー
ター 大藤学園教務局長 大谷壮史先生の下、しろい
し幼稚園のパートの先生を含む皆さんが学年ごとに分

かれ、田の字法を使い話し合いました。全員平等に話
す機会を作る、また否定はせずに、頷き共感しながら
聞くことがこの話し合いのポイントということで、し
ろいし幼稚園の先生方は、時折笑いが起きたり、共感
の声をあげたりと経験年数に関わらず、積極的に意見
交換をされていました。
その後、ECEQコーディネーターでもある札幌ゆたか
幼稚園 丸谷雄輔園長から「ポートフォリオ」や「ビ
デオカンファレンス」等様々な園内研修の手法のお話
を頂きました。園内研修とは個人だけではなく組織の
レベルアップにつながり、保育の振り返りにもなる。
相互に学びあう組織となるための研修である。との言
葉に参加された先生方は深く頷いていました。

令和元年度 第２回リーダー“力”スキルアップ講座
札幌市私立幼稚園連合会主催の第２回リーダー“力”
スキルアップ講座が、１０月１７日（木）に（学）星置学園 幼
保連携型認定こども園 星の子幼稚園にて行われまし
た。「幼児理解を少しだけステップアップ！週案を楽し
く書こう～とりあえず明日が楽しみだ～」というテー
マで、目白大学人間学部こども学科准教授松永愛子先
生を講師に、日頃星の子幼稚園で行っている園内研修
を実際に観させて頂きました。
まず、イントロダクションとして、ねらいの立て方
の３つのヒント（行動目標・認知目標・臨床目標につ
いて）と遊びを深掘する方法（１偶然２競争３ごっこ
４眩暈）遊びを広げる方法の４つのヒント（１絵本２
メディア３地域４家庭５他）のお話を頂きました。
その後、ワーク１として、今日の保育で難しかった
ことを先生方が縦割りのクラスによるグループになっ
て話し合いました。ワーク２では、用紙の真ん中に、
話し合う遊びを記入し、トピックウエブでどのような
深掘り、広がりができるかを記入していった後、１０日
単位で子どもの姿を見通して週案を立てる段階までを、
間近で見学させて頂きました。
先生方は積極的にアイディアを出したり、意見交換
を行ったりしており、その表情は明日の保育を楽しみ
に、子どもを想う気持ちに満ち溢れていました。最後

に、松永先生が先生方の悩みに答え、その中で保育者
がこんな風に育って欲しいと願うことが、子どもに伝
わり、環境にも繋がっていくという話をされていまし
た。日々の保育のヒントや、新たな園内研修を学ぶこ
とが出来る研修会でした。
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第４７回 北海道私立幼稚園PTA連合会研修大会（札幌大会）
札幌市私立幼稚園PTA連合会５０周年記念式典
令和元年度第４７回北海道私立幼稚園PTA連合会研修
大会（札幌大会）・札幌市私立幼稚園PTA連合会５０周年
記念式典が１０月４日（金）１２時３０分から札幌市民ホール
（カナモトホール）にてPTA連合会加盟園の保護者並
びに教職員などが出席して開かれました。
初めに「札幌市私立幼稚園PTA連合会５０周年記念式
典」が行われ札幌市私立幼稚園PTA連合会佐々木和也
会長の挨拶に続きご来賓として札幌市長秋元克広氏・
札幌市私立幼稚園連合会前田元照会長の両名からご祝
辞を頂きました。
その後１０分の休憩をはさんで大会主題『新時代の子
育て』令和を生きる子どもたちのために！を掲げて「第
４７回北海道私立幼稚園PTA連合会研修大会札幌大会」
がスタート。
北海道私立幼稚園PTA連合会大越誠之氏のご挨拶の
後、ご来賓の鈴木直道北海道知事代理として北海道法
務局法人局長村井篤司氏と北海道私立幼稚園協会川畠
教孝会長から祝辞が述べられました。
その後参加地区の紹介・提言・大会決議文宣言が力

強く読み上げられました。
引き続き記念講演「生きる力を育てる絵本の読み聞
かせ」について明治大学文学部教授齋藤孝氏のお話が
始まりました。ステージに登場するや否や、巧みな話
術や所狭しと動く大きなアクションで聴衆者の私たち
をしっかりと誘い込み、笑いや驚きの声が何度も沸き
起こる時間となりました。
その後、閉会式において次年度は旭川地区担当とな
り旭川にて開催されることが公表されるとともに、大
会旗が旭川市私立幼稚園PTA連合会会長に手渡され拍
手の中で来年度の再会を約束し閉会となりました。

政令指定都市私立幼稚園団体協議会 第１８回次世代研修会 堺大会報告
令和になり初の政令指定都市私立幼稚園団体協議会・
次世代研修会が開催されました。
今年は８月２２日（木）・２３日（金）の２日間、大阪府堺市
での開催でした。全国各地から次の幼児教育を担う若
手の先生方が多く参加しました。「政令市私立幼稚園団
体における次世代リーダーの育成」「新卒者採用と育成
について」を主題に、主催の堺市私立幼稚園連合会も若
手の先生が中心となり運営を進めていた研修会でした。
１日目は開会式の後、講師に一般財団法人・志ネッ
トワーク代表／上甲 晃氏を迎え「人を動かす力」が
テーマの講演でした。上甲氏は、松下電器から松下政
経塾に出向。理事・塾頭常務理事・副塾長を歴任。そ
こでの経験をもとに話を展開し、その中でも「聞く力」
は「心の力」、世の中には、「話し方」を学ぶ手立ては
いくらでもあるが「話を聞く」講義や講座はなく相手
の話をきちんと聞き取る力をどう身につけるかも大切
ということや、時には相手に不便や不親切を与えるこ
とが「自分で考える力」につながること。また、今の
若い世代には通じない日本語や言葉の使い方があるこ
と。人に求めるなら自らもやる（行動に移す）、これら
が人を育てる上でとても大切だという沢山の【キーワー
ド】をいただきました。
２つ目の講演は「新卒者採用と育成について」をテー
マに、関西圏で人材派遣・紹介会社を展開しているベ
ルサンテ・保育キャリア支援課の上村 佳久氏が、人

材派遣・紹介をするだけではなく園や養成校の状況を
踏まえ把握する中で、新卒者が辞めない組織作りや採
用力の強化には何が必要なのか、その取り組み方法の
お話が中心でした。これもとても参考になりました。
２日目は、大阪府内そして令和初の世界遺産登録と
なった「百舌鳥・古市古墳群」その中でも堺市にある
「仁徳天皇陵」は日本最大級の古墳。その仁徳天皇陵
見学から始まりました。
ご存じの通りあの形で古墳を見ることは出来ません。
入口までは行けますがそこではボランティアの方から
古墳にまつわるお話を伺い、隣接の博物館でドローン
を使ったＶＲ体験と再現映像で全体像を見ました。そ
して、堺市は「千利休生誕の地」でもあり「立礼呈茶
互体験」では古墳を象った茶菓子とお抹茶をいただき
ました。茶室のある庭園には国指定重要文化財の旧浄
土寺九重塔もありました。この他にも堺市は大阪商人
のルーツのひとつでもあることや、「与謝野晶子生誕の
地」でもあり、わずかな時間でしたが堺市の歴史に触
れることも出来ました。若手とういうには少々無理が
あるような私が（他市からの参加は殆どが３０代の先生
方でした）この様な普段経験することのない貴重な時
間を過ごさせていただき有難い気持ちでおります。
感謝の気持ちと共に今回の学びを今後、役立ててゆ
きたいと思っております。

（澄川幼稚園・米永 桃子）
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第２回札幌幼児教育セミナー
８月３０日（金）１８：００～２１：００の３時間、ちえりあホール
にて第２回札幌幼児教育セミナーが行われました。今
回は、「遊びの育ちを見つめる」という演題で、共立女
子大学家政学部児童学科教授田代幸代先生にお話して
頂きました。免許更新講習と併催であるため、多くの
先生方（セミナー２０９名・免許更新講習７０名）が参加し
ました。
はじめに、なぜ保育の質が求められるようになった
のかという社会的背景について詳しく説明して頂きま
した。その後、世界の教育の流れ、日本の教育改革、
「幼稚園教育要領」改定のポイント等を分かり易く教
えていただきました。
貴重な保育現場の写真を沢山見せて下さり、事例を
通して「なぜ遊びが重要なのか？」「遊びを中心とした
保育をどのようにつくるのか？」をお話していただき、
日々の保育を見つめ直す良い機会となりました。

子どもの姿や思いをどのように捉えたのかによって、
また、子どもの経験している内容を丁寧に読み取るこ
とで、その後の保育者のかかわりが変わってくること
の事例を見せて頂き、保育者が子どもの遊びを見つめ
る力を身に付けることの大切さを学ばせて頂きました。
また、保育者は高い専門性が求められることを改め
て実感し、保育の質を保証するためには、保育者が「子
どもを理解する力」「環境を理解する力」「保育を構想
する力・カリキュラムマネジメント」等を磨いていか
なければと思いました。
保育を取り巻く社会的背景から日々の保育に生かせ
る具体的な内容まで幅広く沢山のことを学ばせて頂き
ました。本日のセミナーで教えて頂いたことを生かし
て、「遊びを中心にした保育」について、しっかり考え
ていかなければと思いました。

第３回札幌幼児教育セミナー
札幌市私立幼稚園連合会主催「第３回札幌幼児教育
セミナー」が、１１月１５日（金）に、ちえりあホールにて
行われました。今回は、北私幼免許状更新講習（一日
目）も兼ねて行われ、約２５０名の先生方が参加されました。
講師には、北海道大学大学院教育学研究院准教授
川田 学先生をお招きし、「幼児理解の原点をかんがえ
る」をテーマに、５つのキーワード「主体性」「発達」
「遊び」「環境」「個と集団」を挙げて、講演していた
だきました。
主体性には、よくある考え方が２つあり、１．子ども
の好きなようにさせるのが主体性・自己決定の尊重で
ある（主体性＝放任論）２．人に影響されないで決定す
る主体的な自己決定である（主体性＝自己論）。川田先
生は、子どもを放任するのではない、そして子どもが
すべて自分で決めて自分の思い通りになるという事で
もない。主体性とは、子どもが何かとの関係を積み重
ね、その関係性が深まったり、広がったりしていく事
と話されました。
発達や遊びについては、事例や実践記録を通して話し
ていただき、子ども達の遊びが広がっていく姿や教師の
働きかけが目に浮かび、子どもと保育者との関わりが深
まっていくことが伝わってきました。援助には、言葉が
けが重要な意味を持つということで、子どもが興味関心
を高めるような言葉がけをし、共感したり、問いかけ
たり、解釈がとても大切であることを改めて感じました。
そして、保育者の重要な仕事は、適切な環境を用意
するという事でした。
「やらせよう」から「やってみたい」と子ども達の気

持ちを高めていく保育が大切だと思いました。保育者
自身が子どもと一緒に興味関心をもって研究心を深め、
生き生きと過ごすことを忘れてはいけないと教えてい
ただいた時間となりました。
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令和元年度 第１回・第２回認定こども園園長会
＜第１回 認定こども園園長会＞
９月４日（水）に令和元年度第１回認定こども園園長
会が札幌市生涯学習センター（ちえりあ）で開催され
ました。認定こども園園長会は今年度からの新規事業
となり、①認定こども園委員会で検討中の課題につい
て情報提供を行うこと、②認定こども園が札私幼加盟
園全体の３分の１以上を占めるようになった中で、認
定こども園間で情報共有できる機会を設けることを大
きな目的としています。
この日は初めに、認定こども園委員会より、幼児教
育・保育の無償化にむけて想定される課題について情
報提供が行われた後、５つのグループに分かれてグルー
プ懇談が行われました。グループ懇談では、幼児教育・
保育の無償化や、認定こども園を運営していく上での
課題等について話し合われました。
参加者アンケートでは、「幼稚園、保育園の園長会の
際には聞くことができない貴重な情報を得ることがで
き、運営していく上での悩みも共有できた」、「同じ社
福のグループで共通の悩みや課題について意見交換で
き大変勉強になった」等のご意見を頂きました。
＜第２回 認定こども園園長会・懇親会＞
１１月２６日（火）に令和元年度第２回認定こども園園長
会がホテル札幌ガーデンパレスで開催されました。こ
の日は札幌市子ども未来局子育て支援部施設運営課運
営係長の田村滋章様、札幌市子ども未来局子育て支援
部施設運営課給付係長の藤間雅尚様にお越し頂き、幼
児教育・保育の無償化スタート後の課題等について参
加者との意見交換会が行われました。意見交換会では、
教育・保育給付認定、施設等利用給付認定、預かり保
育の償還払いの手続きの簡略化や、各市町村で異なる
報告様式の統一、保育教諭不足対策、無償化後、増加
傾向にある預かり保育の利用に対応する為、預かり保
育担当者の処遇改善について要望がなされた他、一時

預かり事業（幼稚園型）の定員変更の手続きについて
確認がなされました。
その後、５つのグループに分かれてグループ懇談が
行われました。田村係長、藤間係長には引き続きグルー
プ懇談にも同席して頂き、参加者は現場の意見や想い
を直接伝えることができました。
園長会後には同じくホテル札幌ガーデンパレスにて
懇親会が行われました。懇親会にはご来賓として札幌
市子ども未来局長の山根直樹様にお越し頂き、親睦を
深めながらも、運営上の課題や現場の想い等、参加者
の声に真摯に耳を傾けて頂きました。
参加者アンケートでは、「札幌市子ども未来局の方に
自分達の考えを伝えられて良かった」、「グループ懇談
では、沢山の意見を聞くことができ良かった。自分の
想いが他の園長先生と同じということがわかり、問題
点は声をあげていかなければならないと感じました。」
等のご意見を頂きました。

（認定こども園委員長・古川多三和）

令和２年度・予算要望活動
今年度も札私幼執行部は、各区の理事の皆様を通じ
て会員園からのご意見や要望を取りまとめ整理をした
札幌市への【令和２年度の予算に対する要望書】を１１
月２５日（月）に市役所へ持参し予算要望を行いました。
当日は、札幌市私立幼稚園振興議員連盟の市議会議員
の皆様同席のもと、前田会長はじめ札私幼総務委員・
札私幼Ｐ連副会長が出席し行いました。
前田会長から町田副市長へ、内山Ｐ連副会長から長
谷川教育長へ要望書を手渡し・藪副会長から要望趣旨

を説明致しました。特別支援事業では一園当たりの基
準額の単価を専門職としての時給設定になるようさら
なる増額を要望。また、年々厳しくなる人材確保に関
しても預かり保育の充実などを通して待機児童の解消
に大きな役割を果たしている私立幼稚園や認定こども
園の状況を踏まえ、優秀な人材を確保するためにも保
育所と同等の支援を求めるとともに、人材確保に関す
る新規事業の拡充を要望致しました。また、Ｐ連からは
札幌の子ども達の育ちに焦点を当てた私立幼稚園・認定
こども園への補助制度の拡大を含めた要望をしました。
この予算要望の結果についての詳しいことは改めて
お知らせ致します。予算要望書

札私幼
① 特別支援教育事業
② 教材教具補助事業
③ 新制度に係る事項
④ 研修費等助成事業（団体補助）
⑤ 人材確保事業（幼稚園教諭・保育教諭）
⑥ 災害対策に係る事項
札私幼PTA連合会
① 幼児教育・保育の質向上のためのさらなる
公費助成
② PTA団体助成金
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札幌市私立幼稚園連合会の主な動き
（予定を含む）�� �� �� �� 		

７月１７日（水） 第１回リーダー“力”スキルアップ講座（白
石幼稚園）

７月２２日（月） 振興委員会
７月２４日（水） 総務委員会・理事会
７月２４日（水） 初任段階における研修「理論・実践研修１」
～２６日（金）（ちえりあ講堂他）

８月２日（金） 初任段階における研修「理論・実践研修３
（２年次）」（ちえりあ講堂）

８月６日（火） 特別支援教育支援担当者研修（WEST１９講堂）
８月２２日（木） 政令指定都市私立幼稚園団体協議会次世代
～２３日（金） 研修会堺大会

８月２８日（水） 広報委員会
８月２８日（水） 札幌市幼児教育講演会（エルプラザホール）
８月３０日（金） 札幌幼児教育セミナー〔免許更新併催〕（ち

えりあホール）
～３１日（土） （かでる２・７大会議室）

９月３日（火） 広報委員会・就職フェア説明会
９月４日（水） 認定こども園委員会
９月６日（金） 研究委員会
９月１２日（木） 振興委員会
９月１３日（金） 特別支援教育支援担当者研修（ちえりあホール）
９月１６日（月・祝） 就職フェア（札幌ガーデンパレス）
９月１７日（火） 総務委員会・理事会
９月１９日（木） 政令指定都市私立幼稚園団体協議会東京理

事会（東京都）
９月２５日（水） 進路のミカタLIVE（つどーむ）
～２６日（木）

９月２７日（金） 教育研究大会 公開保育研究・分科会（市
内２２園）

～２８日（土） 教育研究大会 全体会（札幌市民ホール）
１０月１日（火） 広報委員会
１０月４日（金） Ｐ連５０周年記念式典兼全道研修大会（札幌

市民ホール）
１０月１７日（木） 第２回リーダー“力”スキルアップ講座（星

の子幼稚園）
１０月１８日（金） 特別支援教育支援担当者研修（ちえりあホール）
１０月２１日（月） 総務委員会・理事会
１０月２９日（火） 研究委員会

１１月７日（木） 振興委員会
１１月７日（木） 特別支援教育研修会「授業公開・交流研修」
～１２月１２日（木） （各区小学校）
１１月８日（金） 政令指定都市私立幼稚園団体協議会運営委

員会（静岡市）
１１月１５日（金） 札幌幼児教育セミナー〔免許更新併催〕（ち

えりあホール）
～１６日（土）（ちえりあ講堂）

１１月２５日（月） 札幌市への予算要望書手交式（市長会議室）
１１月２６日（火） 認定こども園委員会・認定こども園園長会

（札幌ガーデンパレス）
１２月１０日（火） 総務委員会・理事会・養成校懇談会（札幌

ガーデンパレス）
１２月１３日（金） 特別支援教育支援担当者研修（アスティ４５）
１２月１８日（水） 特別支援教育研修会「講演」（かでる２・７）
１月１０日（金） 初任段階における研修「理論・実践研修３

（２年次）」（市立札幌大通高校）
１月１５日（水） 初任段階における研修「理論・実践研修２」
～１６日（木）（ちえりあ講堂）

１月２０日（月） 総務委員会・理事会・永年勤続表彰・新年
交礼会（札幌ガーデンパレス）

２月３日（月） 振興委員会
２月６日（木） 政令指定都市私立幼稚園団体協議会 静岡
～７日（金） 協議会

２月１２日（水） 乳幼児研修会（かでる２・７）
３月２日（月） 総務委員会・理事会・代表者会議・臨時総

会（札幌ガーデンパレス）

〔令和２年度の主な予定〕
５月１５日（金） 総務委員会・理事会・代表者会議・定時総

会（札幌ガーデンパレス）
７月上旬 Ｐ連ふれあい交流会
７月１３日（月） 政令指定都市私立幼稚園団体協議会広島大
～１４日（火） 会

９月２２日（火・祝） 就職フェア（札幌ガーデンパレス）
９月２５日（金） 教育研究大会 公開保育研究・分科会
～２６日（土） 教育研究大会 全体会（札幌市民ホール）

１０月から幼児教育・保育の無償化が始まりました。預か
り保育無償化の対応、園則・運営規程の変更など、新たな
手続きが多々あると思いますが、このたびの無償化は、施
設を利用する保護者の方々の負担が一気に減る革命だと思
います。今後さらに多くのお子さんが、良質な幼児教育・
保育の環境に出会えることを期待しています。
また、今年は有給休暇の取得義務や労働時間の客観的把
握などを盛り込んだ、改正労働法が施行された年でもあり
ます。当園はこれまで出勤簿にハンコをポン！だったので
すが、就業規則の変更や勤怠アプリの導入検討等で対応に
追われています。労働環境の改善によって雇用を維持・拡
充したいという思いもあります。（個人の感想です。）

無償化や法改正に伴う手続きを担当された先生方、今年
は色々とお仕事が増えて大変だったのではないでしょうか。
年末年始はゆっくりと不安なく過ごしたいですね。
我が家では、リングフィットアドベンチャー（エクササ
イズして冒険を進めるというゲーム？）に、大人が夢中で
す。一番きついモードにすると、導入部分の小手調べミッ
ションからして腕・腹筋・太ももの限界を迎えます。走っ
た距離や消費カロリーに達成感を覚えますし、ゲームとし
て道を進み敵を倒すため、汗だくで取り組んでいます。こ
のソフトとスプラトゥーン２が我が家の大人の２大ゲーム
です。
今年も広報委員会の企画・取材等にご協力いただき、誠
にありがとうございました。楽しむ心を忘れずに、来年も
札私幼の皆様と様々なミッションに関わっていきたいと思
います。 （広報委員・石原 範明）
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